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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

当町では、現在17部活のうち13の運動部が

活動している。連絡協議会を立ち上げ、今後の

方針を検討している中で、積極的に中学生を受

け入れ、クラブとして関わりたいと申し出る団体も

いるが、今ある部活動すべてを受け入れることは

現時点で不可能である。総合型地域スポーツク

ラブのリュシオスポーツクラブまた、スポーツ協会が

ある。リュシオスポーツクラブでは陸上、バドミント

ン、サッカー、チアダンスがあり、既にバドミントンは

中学生を受け入れ指導している。他の競技につ

いても積極的に受け入れしたいとしている。

一方、スポーツ協会は競技によって様々であり、

協力できるとしている団体が少なく、あまり期待で

きない状況。

地域移行推進にあたって学校の教職員以外

の地域内の指導者の掘り起こし、確保も同時に

進めていかなければならない。

また、令和6年10月の生徒数421人が令和

13年には100人減少が予想される。チームス

ポーツについては、町単独では成立しないことが

考えられる。部員がいないため、休部としている

部活動もでてきている。

グラフ等データ
※出典も要記載

面積 169 k㎡

人口 18,366 人

公立中学校数 1 校

公立中学校生徒数 421 人

部活動数 17 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

辰野町部活動地
域クラブ移行連絡
協議会R6年8月

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

辰野町部活動地
域クラブ移行推進
計画R7年3月
（予定） 出典:辰野町部活動地域クラブ移行推進計画

辰野町中学校生徒数

出典:辰野町部活動地域クラブ移行推進計画

小学校5，６年生向けアンケート結果

休日にやってみたい

スポーツ活動・文化芸
術活動はなにか
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・学びの支援課…学校、団体との調整・連携、環境整備

連絡協議会の開催

令和6年4月～
6月

令和6年8月

各小学校で保護者説明会

第1回辰野町部活動地域クラブ
移行連絡協議会

令和6年10月
NPO法人リュシオスポーツクラブ
バドミントン（実証事業）

令和6年11月
第2回辰野町部活動地域クラブ
移行連絡協議会

令和6年12月 視察（2種目検討開始）

令和７年１月 事業まとめ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 辰野中学校 実施した地域クラブ総数 １クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ０クラブ

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） １クラブ

全体の指導者数 ２人 全体の運営スタッフ数 ３人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回
数

実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間

活動場
所

指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

NPO法人
リュシオス
ポーツクラブ

総合型
地域ス
ポーツクラ
ブ

バドミントン 週 1 回
土曜
9：00～
12：00

1年 7人
2年 8人
（3年 5人）

R6年10
月

町内体
育館

2人
３人
（内、兼務２人）

会費
2,500円

その他：地域
クラブ
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

バドミントン

運営団体名 NPO法人リュシオスポーツクラブ

期間と日数
バドミントン

週3回程度

指導者の主な属性 リュシオスポーツクラブスタッフ

活動場所
町民体育館、社会体育館
辰野西小学校

主な移動手段 徒歩、保護者送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

2,500円（10月からの分）

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●リュシオスポーツクラブ 活動概要

●統括責任者

役割：活動における管理者として、教育委員会、保護者との連携を行う

●指導者 ２名

役割：活動における指導者として中学生への指導を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

辰
野
町

リ
ュ

シ
オ
ス
ポ
l

ツ
ク
ラ
ブ

辰
野
中
学
校

バドミントン

・運営体制の整備
・指導者金の支払い
・連絡体制

・地域クラブ活動の実施
・保険加入



6

取組内容

2.実証内容と成果

連絡協議会を立ち上げることで、関係団体との連絡調整・会

議運営等を円滑に行うことができた。

部活動地域移行について、 保護者、生徒の理解が乏しい

中で、現在中学校の部活動にない種目の活動である、バドミン

トンを行うことで、当町の地域連携を進める際のモデルとなり、ま

た、クラブとして出場要件を満たすことで中体連の試合に出場

することもできる。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・コーディネーターが不在のため教委職員でクラブ活動を見学し、指導者

や生徒にヒアリング、アンケートを行った。

・協議会の調整等を実施し、関係団体との連携に努めた。

・学校、参加者、指導者（代表者）への連絡調整を行った。

・関係団体との連絡調整、連絡協議会の運営を円滑に行うために、コー

ディネーターを配置する。

・コーディネーターを中心に指導者の発掘・育成・資質向上を図る方策の

検討を行う。

・町が運営事務局となり、コー

ディネーターを兼務、地域の団

体等にアンケート調査を行い、

連絡調整を行った。

・総合型地域スポーツクラブで

行っている、バドミントンのうち、

中学生の活動に限りクラブ活動

を実証事業の対象として、課題

の洗い出しを行う。

辰野町部活動地域クラブ移行連絡協議会の様子

〇連絡協議会

スポーツ推進委員、辰野町スポーツ協会
ＮＰＯ法人リュシオスポーツクラブ
辰野美術会、辰野町音楽協会、小中学校ＰＴＡ代表、
辰野高校、辰野中学、事務局
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

●今後に向けて

・コーディネーターを配置し、指導者の配置や学校との連絡調整を図る。

・モデル事業として行ったバドミントン以外にも、中学校にある部活動について、種目を

拡大して取り組む。

・総合型地域スポーツクラブ等の協力を得ながら実施種目数を拡大できるように検討

を進める。

・競技力向上を目指す生徒とレクリエーション的な活動として行いたい生徒が混在す

るため、両者に対応できる体制整備も視野に入れる必要がある。

現在、13の運動部活動が活動している。連絡協議

会を立ち上げ、小学校５，６年生向けアンケートや保

護者説明会、各競技団体へのアンケート結果等を基に

推進計画を策定し、次年度以降段階的に地域移行で

きるものについて取り組んでいくことを確認した。

中学生を積極的に受け入れたいという総合型地域ス

ポーツクラブ、リュシオスポーツクラブで行うバドミントンを実

証事業の対象とした。また、アンケートでは、バドミントン

は小学５，６年生がやってみたいスポーツで人気の種

目でもあることがわかった。リュシオスポーツクラブは、他の

種目も受け入れたいとしているため、今後活動を拡大し

ていきたい。実証事業として行うことで指導者謝金、会

場使用料等の確保が期待できた。

各小学校で地域クラブ移行についての説明会や小学５，６年生とその保護者向け

にアンケート調査を行ったが、保護者の理解がどの程度か不明な部分もある。今回の実

証事業として行ったバドミントンは、現在中学校の部活動にはないものであるため、モデ

ルケースとしてわかりやすいものになったのではないか。今後、人数が増加した場合、指

導者や活動場所の確保が難しくなることが予想される。生徒たちからとったアンケートに

は、とても良い活動であるや、指導者が寄り添って指導してくれることがうれしい等指導

者との関係も良好であった。活動費が課題ではあるが、持続可能な活動となることが期

待できる。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q.このクラブの活動を何で知りました
か？

Q.指導内容の説明はわかりやすかった
ですか?

Q.このクラブに参加していかがでしたか?

Q.今後も参加したいですか?

中学2年生（など）

バドミントンが中学の部活動になかったので良かった。

試合にも出ることができて良かった。

中学1年生（など）

バドミントンに興味があったが活動できるところがなかったの

で良かった。友人と一緒にできて楽しい。

指導者（など）

保護者の方が練習にお手伝いに入ってくれるので助かる。

競技力向上のためにやっている生徒とそこまで目指さない

生徒への対応も考えたい。

指導者（など）

ちょうどいい人数で活動できて良かった。

これ以上増えてしまうと指導もそうだが会場の確保が心配。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【基礎打ち】 【ノック、パターン練習】

【フォームの確認】 【コート内の動きの確認】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●連絡協議会の開催

●経過

スポーツ推進委員、スポーツ協会、ＮＰＯ
法人リュシオスポーツクラブ等各種団体と小
中学校ＰＴＡ代表、中学校からなる委員
会の開催

今後の方針について検討

●リュシオスポーツクラブとの連携

●経過

リュシオスポーツクラブでいくつかある種目の

中で、バンドミントンに限り実証事業として

行う。

●実施にあたって生じた課題

クラブとしての運営費の課題がみられる。

今後人気のため人数が増えた場合、指導者
確保が必要となる。

令和6年

連絡協議会設
置、検討開始

受け皿団体や指
導者の選定

令和7年 令和8年 令和13年

保護者への説
明

学校現場との
調整

土日の
地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡大

●スポーツ団体向けアンケート調査の実施

●経過

スポーツ推進委員、スポーツ協会、ＮＰＯ
法人リュシオスポーツクラブ等各種団体への
アンケート調査を行い、中学生受入れについ
ての意思の確認を行った。

●実施にあたって生じた課題

種目や、協会によって意思は様々であり、今
ある部活動の種目全てを地域のスポーツクラ
ブで受け入れることは困難である。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

○ 連絡協議会立ち上げ

○ 推進計画の策定

○ 休日部活動のモデルケース実施

○ 関係者・団体との対話

○ コーディネーターの配置

○ モデルケースの検証・活動の拡大

○ 課題整理

○休日部活動の地域移行推進

○関係者・団体との対話

○ 休日部活動の地域移行推進
（平日部活動の地域移行検討）



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

長野県 上伊那郡飯島町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

長野県県上伊那郡飯島町

0265-86-3111(内線635)

教育委員会
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 86.94 k㎡

人口(R6.4時点) 8,922 人

公立中学校数 1 校

公立中学校生徒数 195 人

部活動数
10 部活

(スポーツ7、文化3)

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

設置済

現在、当町の運動部活動は軟式野球部、

サッカー部、男子バスケットボール部、女子バ

スケットボール部、男子バレーボール部、女子

バレーボール部(休止中)、女子ソフトテニス

部の7つが活動している。

生徒数の減少に伴い教職員数も減少し、

部活動数の維持が困難になってきた。町単

独ではチームが組めない状況が出始めており、

子どもが希望するスポーツができる体制づくり

が求められている。

指導を教員に頼る部活動が多く、教職員

の時間外労働が削減できない。外部指導員

を募集してもなり手がとても少なく、全ての種

目の地域指導者を確保できない。

現状は地域指導者及び兼職兼業の教職

員を中心に指導にあたっている。

こうしたことから、近隣市町村との広域での

取り組みが可能か検証する必要がある。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・生涯学習係…部活動地域移行の主幹、スポーツ団体との連携、スポーツ環境の整備

・こども室…学校との調整・連携、学校に関する事項について

◉首長部局

・首長…行政間の地域クラブ広域化に関する意識共有

・財政課…予算措置

令和６年４月 教育委員会内打合せ

令和６年４月 地域クラブ活動の実施

令和６年５月 中学校部活動運営委員会

中学校顧問との打合せ

令和６年７月
飯島町少年スポーツ団体連絡
協議会第1回懇談会

部活動地域移行推進委員会

令和６年11月 クラブとの意見交換会

令和７年１月 発足式に向けた町村協議

中学校新入生ガイダンス説明

令和７年２月 広域地域クラブ準備会

飯島町少年スポーツ団体連絡
協議会第2階懇談会

令和７年３月 広域地域クラブ発足式
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 １校 実施した地域クラブ総数 ７クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ７クラブ（７部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０クラブ

全体の指導者数 ８人 全体の運営スタッフ数 ３人

②各クラブに関すること（一部記載）

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末尾に
（新）を付ける

実施回数
実施時間
帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 会費 大会参加方法

レッドディアーズ
兼職兼業
の教職員

バレーボール 月 4回ほど 休日AM
3年：3人
2年：10人
1年：7人

4月～3月
飯島町、中
川村の体
育施設

2 人 -

中体連：部活
動
その他：地域ク
ラブ

飯島FCJrユー
ス

総合型地
域スポーツ
クラブ

サッカー 月 4回ほど 休日AM
3年：12人
2年：5人
1年：10人

4月～3月 中学校 2 人 - 部活

飯島クラブ 保護者 軟式野球 月 4回ほど 休日AM
3年：8人
2年：4人
1年：14人

4月～3月
町内体育
施設

2 人 - 部活

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●実績なし



5

主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

野球、サッカー、バスケットボール、
バレーボール、ソフトテニス

運営団体名 飯島プラス１クラブ

期間と日数
全競技：4月～3月
(部活動指針に示される活動の範囲内)

指導者の主な属性
地域スポーツ団体指導者、
兼職兼業教職員

活動場所 町内体育施設及び中川村体育施設

主な移動手段 保護者による送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

なし

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●飯島プラス１クラブ 活動概要

記入例：

●飯島プラス１クラブ会長 １名

役割：クラブ責任者

●飯島プラス１クラブ事務局 ３名

役割：謝金等の支払い、地域クラブ化推進業務、関係団体との調整など

●クラブ指導者 ８名

役割：各クラブの運営・活動に関すること

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

統括コーディネーターを1名配置

し、関係団体・町村間の連絡調

整・指導助言等を行う。

男子バレーボール部の広域地域

クラブ化へ向けて取り組んだ。

地域クラブ移行推進計画を説

明する機会を作った。

令和5年度は生涯スポーツを担当する職員が1名のみで、地域移行に関する業務に手が付けられなかったが、令和

6年度はスポーツ担当係長、統括コーディネーターを配置し業務にあたった。

隣接する中川村との広域地域クラブ協議会設置を目指し取り組んできたが、協議会設置には至らず。

しかし、かねてより合同部活を行っていた男子バレーボール部を広域地域クラブとして発足することができた。

町村間の移動や町村からの補助についてなどクラブ運営をしていく中で課題を発見し、一つ一つ解決していく。

学校やスポーツ団体に関係する会議へ積極的に参加し、関係者への説明する機会を作った。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・中学校、中川村、スポーツ団体との各種調整

・地域クラブ移行へ向けた推進計画の作成

・保護者、スポーツ団体等への説明会の実施

・町村間における連携の強化及び広域協議会の設置

・クラブ運営に関わる行政支援策の検討

・ほか6部活の広域クラブ化も含めたクラブ運営体制の強化
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取組内容

2.実証内容と成果

研究推進協議会に諮り、審議する

仕組み作りはできなかったが、かねて

より少年スポーツ団体の指導にあ

たっている地域指導者や検兼職兼

業の教職員、退職した元教員を主

な指導者として生徒が安心して活

動できる体制つくりに努めた。

地域指導者(サッカー、ソフトテニス)や兼職兼業の教職員(バレー)、退職された元教職員(バスケ)など、長年当町のスポーツ振興にご尽力いただいている

地域指導者や、競技レベルの向上や生徒の心身の発達に長年関わっている教職員の方を中心に指導確保に努め、生徒が安心してスポーツ活動を行える

体制つくりを行った。

長期的、将来的な指導者の確保として、人材バンクの活用や協議会での審議等を活用し指導者の質・量の確保を行っていく。

105名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

人材バンクの人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

20代 12名

30代 18名
40代 28名

50代 25名
60代以上 22名

人材バンクの年齢構成

ソフトボール

サッカー・バドミントン

バレーボール

ソフトバレーボール

ソフトテニス

剣道・柔道・空手・弓道

陸上・ゴルフ

マレットゴルフ など

種目

資格制度のある競技に

ついては資格保有者有

資格有無登録者属性

飯島町スポーツ連絡協

議会に指導者登録して

いる方々
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取組内容

2.実証内容と成果

一部競技の指導者確保につい

て、総合型地域スポーツクラブの

指導者から行った。

町スポーツ連絡業議会が主催す

る各種会議等に参加し、地域

移行推進計画の説明する機会

を作った。

総合型地域スポーツクラブからサッカーの指導者を確保することができた。

協議会主催の会議へ参加し、推進計画について説明する機会を設けたことでスポーツ団体やその他関係者への

地域移行に関する認知が広まった。

スポーツ団体からの意見や問合せなども増えてきている。

・練習会場までの輸送関係

・クラブ運営団体への協力体制の強化

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

・実績なし

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

バス等の運行実績 バス等の運航経費・収入

・実績なし
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

広域の協議会立ち上げとは至ら

なかったが、2町村の事務局で協

議しながら、男子バレーボール部

を広域地域クラブとして発足した。

クラブに対する支援の調整

運営体制の強化

クラブとの定期的な会議の調整

飯島町から中川村への輸送手段の検討

バレーボール部以外の広域連携化

広域協議会設置へ向けた町村の調整

取組事項 各自治体の役割

今後の課題と対応方針取組の成果

移動手段 事務局運営の方法

【中川村から飯島町への移動】

公共交通機関を利用し、費用に

ついては中川村より補助する形を

とった。

【飯島町から中川村への移動】

保護者等の送迎

当面の間、事務局は飯島町が

行っていくが、密に連携をとりながら

進めていく。

将来的に、男子バレーボール部を

モデルにほかの部活も広域連携を

図り、広域組織として運営を行って

いけるとよい。

3月に発足式を行った。

町村のクラブに対する支援について、それぞれ従来の形で行っていくことで調整した。

運営していく中で発生する課題について、定期的な会議の場を作り、解決へ向け協議することとした。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

令和８年度末までの地域移行を

目指し、令和9年度より受益者負

担を徴収するよう推進計画を立てた。

特になし。

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析

会場借料 減免により0円

指導者謝金 238,000円/人

指導者旅費 83,000円/人

■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算

ランニングコストの経費結果を受け、令和9年度の受益者負担開始へ向け、負担額の算出方法を検討する。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

1人当たりの年間謝金・旅費の必要経費額が算出できた。

受益者負担を検討するにあたり、算出方法の基礎となる資料収集がで

きた。

取組の成果

今後の課題と対応方針

〇持続可能な運営に必要な受益者負担額の算出方法について検討す

る。クラブによって参加生徒数が異なるため、１人１人の負担額に差が出

ないような仕組み作りを検討する。

〇町村間の支援金について増額できないか財政部局と交渉する。

〇指導者数が増加した場合の予算確保に取り組む

〇備品購入費や消耗品等の費用について試算する。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

地域クラブになっても以前と変わらない日数のスポーツ活動を実施できた。

取組の成果

〇継続して学校体育施設を中心に活動していく。

〇少年スポーツ団体は社会体育施設の使用料が減免されるため、どこの

体育施設を利用しても受益者負担は発生しないが、一般スポーツ団体の

利用とあまり競合しない学校施設を中心に活動することで安定的なスポー

ツ機会の提供を行う。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

・各クラブとの協議機会を増やし、運営方法・方針等の明確化を図りながら組織体制を

強化していく。

〇クラブ化した際の事故等の責任の所在の明確化

指導者の属性や配置の工夫 一貫指導に関する部活動顧問との連携事例取組の成果

具体的な結論は出せなかった。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保 ／ ウ：関係団体・分野との連携強化

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項（イ）

今後の課題と対応方針

取組の成果（イ）

長期的な指導者確保とクラブ運営体制の強化

人材バンクや協議会での審議を活用した指導者の質・量の確保

継続した会議等への参加で関係団体との連携を強化し、町民主体の地

域クラブとなるよう意見交換会の実施や意識向上を図る。

既存スポーツ団体の指導者や兼職兼業、元教職員を地域クラブ指導

者とし、生徒が安心安全に活動できる体制つくりに努めた。

取組事項（ウ）

町スポーツ連絡協議会が主催するが主催する各種会議等に参加し、地

域クラブ移行に関する推進計画について説明する機会を作った。

町内スポーツ団体や保護者の地域移行に関する認知が広まり、スポー

ツ団体からの意見や要望、問い合わせなどが増加した。

取組の成果（ウ）

地域指導者(サッカー、ソフトテニス)や兼職兼業の教職員(バレー)、退

職された元教職員など、長年当町のスポーツ振興にご尽力いただいてい

る指導者を中心に指導者確保に努め、生徒が安心安全でスポーツ活

動に取り組める体制つくりに努めた。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

今年度の実証事業で明確になった課題を次年度以降に関係団体・中川村と調整し

課題解決へ向け研究推進していく。

・輸送に関すること

・クラブに対するさらなる支援策の検討

・クラブ運営体制の強化

・受益者負担金額の検討 など

●今後に向けて

前年度の反省から、職員体制の強化を図ったこと

で停滞してた地域移行に関する研究推進を行うこと

ができた。

特に、指導者確保、クラブの運営開始、広域クラブ

の発足など一定以上の成果を得ることができた。

一方、広域クラブの生徒輸送に関することやクラブ

の運営体制に関すること、町村間での支援に対する

調整などは次年度以降も引き続き課題として残る形

となった。

中学校より、学校・行政・スポーツ団体の連携強化

を課題として挙がってきているため、定期的な連絡会

の開催やアンケートの実施等を検討し、より密な連携

を図れるように努めていきたい。

【中川村との協力体制の強化】

広域地域クラブ発足を目指し、協議していく中で、将来的な広域協議会設置へ向け

ての認識を共有することができた。

【クラブの発足】

運動部活動すべてで指導者確保ができ、活動を開始することができた。

【関係団体との協議・説明会の実施】

地域移行に関する協議や説明会の場を多く設けることができた。
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

学校、競技団体、飯島町スポーツ連絡協議会、総合型地域スポーツクラブ

町教育委員会、総括コーディネーター

●経過

令和3年度より飯島プラス1クラブを立ち上げ、地域移行に関する研究推進を行ってきた。令和６年度に総括コーディネーターを配置し、地域移

行推進計画を作成し関係団体等への説明会を実施した。中学校に現存する運動部活動について、指導者確保ができ、クラブ活動を開始する

ことができた。3月には広域地域クラブの発足式を行い、広域連携を図ることを町村間で合意した。

●今後の展開

飯島プラス1クラブ及び、競技クラブの運営体制の強化を図っていく必要がある。

将来的な受益者負担のため、今年度の謝金・旅費にかかった経費を参考に算出方法について検討する。

中学校・スポーツ団体との密な連携を図り、定期的な協議する場を確保する。

令和3年

協議会設置、
検討開始

生徒、保護者へ
の説明

令和4年 令和6年

受け皿団体や
指導者の選定、
拠点校の選定

学校現場との
調整

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡大



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

長野県 南箕輪村

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

長野県 南箕輪村

0265-98-5110（学校教育係）0265-76-7007（社会教育係）

教育委員会事務局学校教育係・社会教育係
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報①

１ これまでの大まかな経緯

中学部活動に加入している中学生は、平成14年に

設立した総合型地域スポーツクラブに全員加入し活動を

行ってきた。地域移行への取組は令和４年度より、地域

協議会を立ち上げて取り組んできた。２年半の取組を経

て、令和6年11月28日の設立総会において、スポーツ系

11部活動のうち10クラブが休日地域クラブとして設立され、

令和7年4月から、休日においては地域クラブでの活動す

る環境が整ったところである。

２ 取組の具体

(1)地域協議会の立ち上げ（令和5年2月）

村教育委員会事務局は令和5年2月に「休日の地域

クラブ活動に関する地域協議会」（以下、「協議会」とい

う。）を立ち上げ、令和7年4月から休日の地域クラブ活

動が開始できるよう目標を定めて、取り組みを始めた。協

議会の委員は、スポーツ推進員、文化団体連絡協議会、

総合型地域スポーツクラブ（NPO法人南箕輪わくわくクラ

ブ）、中学校長・教頭、小中学校 PTA正副会長、中

学校運動系・文化系部活動の各団体の代表者によって

構成されている。

令和5年度は計3回実施し、先進地域の視察（岐阜

県羽島市、静岡県掛川市等）を行った。

(2)休日の地域クラブ活動立ち上げに向けた作業部会

（ワーキンググループ）による「地域クラブの立ち上げ」の取

組

実施団体の立ち上げに向けて、中学校の各部活動の

保護者・顧問・地域指導者によって構成された「休日の地

域クラブ活動立ち上げに向けた作業部会」（以下、「作

業部会」という。）を種目ごとに位置付け、地域協議会と

連携を取りながら、地域クラブの立ち上げに向けて取り組ん

できた。令和5年度は、計2回開催し「組織づくり・規約の

作成・指導者の確保」について各作業部会において検討

を重ねた。また並行して、総合型地域スポーツクラブ

（NPO法人南箕輪わくわくクラブ）と村教育委員会事務

局は休日の地域クラブの運営がスムーズに進むよう制度設

計検討会を随時開催してきた。

面積 40.99 k㎡

人口 16,043 人

公立中学校数 1 校

公立中学校生徒数 505 人

部活動数 14 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

グラフ等データ
※出典も要記載

グラフ等データ
※出典も要記載
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地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報②

(3)令和6年度の取組

令和6年度においては、協議会を３回(R6.6・

10・12月)、作業部会を３回(R6.5・7・9月)開

催した。その間、関係部署・関係者による打合せ

会を何度も重ね、令和6年11月28日に設立総

会を開催し、スポーツ系10クラブ・文科系2クラブの

計12の休日地域クラブが設立され、令和7年4月

からの休日における地域クラブ活動の体制が実現

した。また、令和７年度以降も「休日の地域クラ

ブ」運営を継続的に支援できるよう、「中学校ス

ポーツ・文化活動運営協議会」（以下、「新協

議会」という。）を立ち上げた。

この組織は、休日の地域クラブの設立を主目

的として開催してきた「休日の地域クラブ活動に関

する地域協議会」を引き継ぎ、休日の地域クラブ

の運営・課題の把握と改善策等をサポートしていく

組織である。

（4）小中学校保護者への啓発活動

村内小中学校３校（小学校2校、中学校１校）

の小１～中3までの全児童の保護者と小中学校の

教職員向けに、保護者連絡アプリを用いて、南箕

輪村「休日の地域クラブ立ち上げ情報」として、「み

んなで創る 新たな一歩」を配信してきた。対象者は

約1940件である。配信してきた内容は、休日の中

学校の部活動が地域クラブに移行される経緯、先

進地域の取組、南箕輪村の地域クラブ立ち上げの

進捗状況等である。

令和5年10月から毎週金曜日に情報配信してお

り、令和7年2月時点でも継続中である。また、村

民全戸配布の村報「みあみみのわむら」でも、令和6

年8月号、令和7年2月号で、休日の地域クラブの

立ち上げについて、特集記事として配信した。

３ 令和6年度までに取り組んだことをまとめると以

下のとおりである。

① 地域協議会（７回）と作業部会（５回）を

連動させながら、１２の「休日の地域クラブ」を設立

させたこと

467 499 498 528 497 501 483 503 520

1017 1002 1024 1022 1037 1039 1035 1020 992

1484 1501 1522 1550 1534 1540 1518 1523 1512

0

500
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1500
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3500

単
位
：
人

年度別

南箕輪村立学校児童生徒数の推移

中学生 小学生 全体

当村の児童生徒数
は数年間は横ばい
の予想
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地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報③

⑥ 地域・保護者向けに、きめ細やかな情報発

信をしたこと（情報発信アプリで毎週約1940

件宛に発信,R7年3月までに約50号配信）

⑦ 実施団体の運営のスタートに際し、可能な

範囲で事務作業をサポートしたこと。（以下ア

～ケのとおり）

ア 保険加入について

イ 指導者謝金の支払いについて

ウ 地域クラブの金融口座の開設について

エ 兼職兼業手続きについて

オ 鍵の貸し出しについて

カ 地域クラブの総会の進行計画について

キ 地域クラブの情報一覧

（事業年度、指導者数、会員の会費、指導

者謝金等）

ク 入会手続きについて

（現中学1・2年…R7.3.6）

（新中学1年 …R7.4.30）

ケ 役員連絡会について

コ 指導者研修会について 等

② 実施団体（休日の各地域クラブ）の基盤

を、平日の部活動の保護者会を母体としたスタイ

ルで推進し、実施団体ごとに、規約の作成・運営

組織の確立・指導者の確保をお願いしたこと。

（5回の作業部会で実施）

③ 設立総会（Ｒ6.11.28）を経て、総合型

地域スポーツクラブ（NPO法人南箕輪わくわくク

ラブ）の中学生クラブに団体登録し、利用施設

の調整（令和７年度の年間活動場所の確

保）、施設利用料の減免等が実現したこと。

NPO法人南箕輪わくわくクラブが運営団体の一

つとして担ってくれることとなったこと。

④ 実施団体ごとに、受益者負担として、月額

の会費を徴収するシステムを創り上げたこと

⑤ その上で、村から指導者謝金の一部を補助

する体制を構築したこと
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地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報④

４ 解決すべき課題・問題

上記のとおり令和6年度までに休日地域クラブ

が立ち上がり、令和7年4月から活動が始まるが、

次の点に課題がある。

（1）地域スポーツクラブ活動の維持・運営に

必要な経費や財源確保などの収支構造が確立

されていないこと（資金的な面）

（2）南箕輪村・中学校スポーツ・文化活動

運営協議会とNPO法人南箕輪わくわくクラブ、

地域スポーツクラブとの連携・機能のあり方、各ク

ラブの課題の相談窓口、課題解決へ向けた取

組が確立していないこと（サポート体制の面）

（3）指導者謝金支払い業務の効率性、平

日の部活動との連携の検討（実質的な運営

業務の面）

に課題があることが考えられる。

継続した活動ができる体制づく
りを図っていくことが大切である。

令和６年11月28日設立総会開催

休日の地域クラブ「設立総会」が行わ

れ、バレーボール・テニス、バスケット

ボール、サッカー、野球、卓球、剣道、

吹奏楽、美術の９種目12クラブが発

足した。

現役部員の保護者や顧問教諭、地

域指導者ら230人余りが参加。クラブ

ごとに役員や規約、予算案、指導者

などを承認し、地域全体で中学生の

スポーツと文化活動を支える新たな体

制を整えた。

（11/30長野日報より抜粋）
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運営体制・役割

2.実証内容と成果①

●運営体制図（市区町村における推進体制図）令和６年度

行政組織内での役割分担

◉教育委員会（休日の地域クラブ事務局）

・社会教育係：全体統括、地域スポーツ・文化活動の環境整備、

村予算の検討

・学校教育係：部活動改革、学校との調整・連携、

学校事務・学校施設に関する事項、村予算の検討

◉休日の地域クラブ活動に関する地域協議会

・休日の地域クラブ設立に関すること

・休日の中学部活動の地域スポーツ・文化活動への展開の検討

◉総合型地域スポーツクラブ（NPO法人南箕輪わくわくクラブ）

・各施設の予約・調整、鍵の受け渡し等

・地域クラブの登録受け入れ、会員の入会や保険加入に関すること

・地域クラブへの補助・助成に関すること。指導者研修に関すること。

◉南箕輪中学校

・スポーツ・文化活動運営委員会の企画運営（平日部活）

・地域クラブ指導者との連携

・地域クラブへの加入（希望生徒）へのサポート、地域クラブ指導者の
申請・許可手続き（兼職兼業希望）

◉作業部会（中学校保護者）

・設立3要件（組織づくり・規約作成・指導者確保）の整備

・設立総会の開催

・活動計画、指導者の選任、指導者謝金・指導方針・会員会費の決定

・活動計画の立案・決定、休日の活動日・活動場所・活動時間の決定

・会計処理、会計報告
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運営体制・役割

2.実証内容と成果②

●運営体制図（市区町村における推進体制図）令和７年度以降

行政組織内での役割分担

◉南箕輪村中学校スポーツ・文化活動運営協議会

・各地域クラブ活動の円滑な運営サポート

・活動のマネジメント（活動場所・指導者謝金の検討、事故トラブル対
応等）

・適切な指導体制の構築（指導者の確保、指導者資質の担保等）

◉教育委員会（休日の地域クラブ事務局）

・社会教育係：全体統括、地域スポーツ・文化活動の環境整備、

村予算の検討

・学校教育係：学校との調整・連携、学校事務・学校施設に関する

事項、村予算の検討

◉総合型地域スポーツクラブ（NPO法人南箕輪わくわくクラブ）

・各施設の予約・調整、鍵の受け渡し等

・地域クラブの登録受け入れ、会員の入会や保険加入に関すること

・地域クラブへの補助・助成に関すること。指導者研修に関すること。

◉南箕輪中学校

・スポーツ・文化活動運営委員会の企画運営（平日部活）

・地域クラブ指導者との連携

・地域クラブへの加入（希望生徒）へのサポート、地域クラブ指導者の
申請・許可手続き（兼職兼業希望）

◉休日の地域クラブ

・総会の開催（組織づくり・規約作成・指導者の確保と更新）

・指導者、指導者謝金・指導方針・会員会費の更新

・活動計画の立案、会計処理、会計報告

・保護者会員による見守りサポート
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休日の地域クラブ立ち上げまでのスケジュール

2.実証内容と成果③-1

地域協議会 他地域との情報交換等 作業部会 地域クラブ総会・手続き

月 日 内 容 事 項 関係協力者

R3.6.15 事前検討 第1回 地域部活動推進事業に関する情報交換会 教育長、事務局、わくわくクラブ、中学校（校長・教頭）

R3.8.31 事前検討 第2回 地域部活動推進事業に関する情報交換会 教育長、事務局、わくわくクラブ、中学校（校長・教頭）

R4.9.2 事前検討 第1回 休日部活動の地域移行に向けた小委員会 事務局、スポーツ推進委員、わくわくクラブ、中学校(校長・教頭）

R5.1.11 情報収集 第2回 休日部活動の地域移行に向けた小委員会 事務局、スポーツ推進委員、わくわくクラブ、中学校(校長・教頭）

R5.2.17 協議会設立 第1回 休日の地域クラブ活動に関する地域協議会 事務局、教育長、教育次長わくわくクラブ、中学校（校長）、他委員

R5.3.22 取組の趣旨説明 南箕輪村教育委員会 定例教育委員会 村教育委員

R5.3.28 関係団体との協議 わくわくクラブの理事・外部指導者への説明 わくわくクラブの理事

R5.3.29 説明会の開催
南箕輪中学校 休日の部活動の地域移行に関する説明
会

南中保護者

R5.4.28 説明会の開催 南箕輪中学校 ＰＴＡ総会 南中保護者

R5.6.9 情報収集 県教委スポーツ課との懇談 事務局、教育長、教育次長、わくわくクラブ

R5.6.30 事前検討 第2回 地域協議会 事前検討会 事務局、教育長、教育次長、わくわくクラブ、県教委スポーツ課 課長・指導主事

R5.7.7 関係者間での意見交換 第2回 休日の地域クラブ活動に関する地域協議会
事務局、教育長、教育次長
わくわくクラブ、中学校（校長）、他委員

R5.7.22 関係者間での意見交換 子どもの育ちを考えるフォーラム 地域住民、関係者

R5.9.15 取組の趣旨説明
「休日の地域クラブ設立作業部会」に関する説明会と
第1回作業部会

事務局、部活動指導関係者、部活動顧問、
中学１・２年生の部活加入者の全保護者

R5.9.27 情報収集 岐阜県羽島市の取組を視察 事務局、村教育委員

R5.11.1 事前検討 第3回 地域協議会 事前検討会 事務局、教育長、教育次長、社会教育係長、中学校（校長教頭）、わくわくクラブ

R5.11.17 関係者間での意見交換 第3回 休日の地域クラブ活動に関する地域協議会
事務局、教育長、教育次長
わくわくクラブ、中学校（校長）、他委員

R6.1.26 立ち上げ準備 第2回 「休日の地域クラブ設立 作業部会」
事務局、部活動指導関係者、部活動顧問、
中学１・２年生の部活加入者の保護者代表
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休日の地域クラブ立ち上げまでのスケジュール

2.実証内容と成果③-2

月 日 内 容 事 項 関係協力者

R6.2.8 事前検討 第4回 地域協議会 事前検討会
事務局、教育長、次長、社会教育係長、
中学校（校長教頭）、わくわくクラブ

R6.2.13 関係者間での意見交換
辰野町・箕輪町・南箕輪村 「休日の地域クラブ」情報交
換会

事務局

R6.2.15 関係者間での意見交換 第4回 休日の地域クラブ活動に関する地域協議会
事務局、教育長、教育次長
わくわくクラブ、中学校（校長）、他委員

R6.2.21 事前検討 教育委員会事務局内の打ち合わせ 事務局、教育長、教育次長、わくわくクラブ理事長

R6.2.21 説明会の開催 南小6年 学年PTAに休日の地域クラブについて連絡 南小6年 保護者

R6.2.27 説明会の開催 南部小6年 学年PTAに休日の地域クラブについて連絡 南部小6年 保護者

R6.4.26 事前検討 第3回 作業部会事前打ち合わせ会 中学２・３年生代表者、部活動顧問

R6.5.14 関係者間での意見交換 第3回 「休日の地域クラブ設立 作業部会」
事務局、部活動指導関係者、部活動顧問、
中学１～３年生の部活加入者の全保護者

R6.6.17 事前検討 第5回 地域協議会のための事前検討会 事務局、教育長、次長、社会教育係長、中学校（校長教頭）、わくわくクラブ

R6.6.19 関係者間での意見交換 第5回 休日の地域クラブ活動に関する地域協議会 事務局、教育長、教育次長わくわくクラブ、中学校（校長）、他委員

R6.7.23 立ち上げ準備 第4回 「休日の地域クラブ設立 作業部会」
事務局、部活動指導関係者、部活動顧問、
中学１・２年生の部活加入者の保護者代表

R6.9.17 立ち上げ準備 第5回 「休日の地域クラブ設立 作業部会」最終
事務局、部活動指導関係者、部活動顧問、
中学１・２年生の部活加入者の保護者代表

R6.10.9 関係者間での意見交換 第6回 休日の地域クラブ活動に関する地域協議会
事務局、教育長、教育次長
わくわくクラブ、中学校（校長）、他委員

R6.11.21 事前検討 設立総会のための事前打ち合わせ会
事務局、部活動指導関係者、部活動顧問、
中学１・２年生の部活加入者の保護者代表

地域協議会 他地域との情報交換等 作業部会 地域クラブ総会・手続き
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休日の地域クラブ立ち上げまでのスケジュール

2.実証内容と成果③-3

月 日 内 容 事 項 関係協力者

R6.11.28 実施主体の決定 休日の地域クラブ設立総会
事務局、部活動指導関係者、部活動顧問、
中学１・２年生の部活加入者の全保護者

R6.12.17 関係者間での意見交換
第７回 休日の地域クラブ活動に関する地域協議会（最
終）

事務局、教育長、教育次長
わくわくクラブ、中学校（校長）、他委員

R6.12.24 事前検討 関係者打ち合わせ会議
事務局、教育長、教育次長、社会教育係長、
学校教育係長

R7.1.24 事前検討 休日の地域クラブ 役員連絡会（重要） 事務局、休日の地域クラブの役員

R7.2.28 研修 指導者研修会
事務局、指導者、休日の地域クラブの役員
県教委 保健厚生課 指導主事

R7.3.6 入会手続き 1・2年生 入会手続き・前期会費納入 事務局、休日の地域クラブの役員

R7.4.5 活動開始 休日の地域クラブ開始（発足会）
事務局、
休日の地域クラブの役員、保護者会員

R7.4.30 入会手続き １年生 入会手続き・前期会費納入
事務局、
休日の地域クラブの役員

R7.5.28 協議会設立 第１回 南箕輪中学校 スポーツ・文化活動運営協議会
事務局、教育長、教育次長
わくわくクラブ、中学校（校長）、他委員

地域協議会 他地域との情報交換等 作業部会 地域クラブ総会・手続き
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果④-1

①全体に関すること

中学校数 1校 実施した地域クラブ総数 12 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 12クラブ（12 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 0クラブ

全体の指導者数 23人（R7.2.13時点） 地域クラブ役員数（10クラブ）
会長・副会長・会計・監事 55名程
度のほか指導者や見守り保護者など

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末

尾に（新）を付け
る

実施回数
実施時
間帯

活動場所 事業年度 指導者数 役員組織 会費

バレーボール
クラブ

地域クラブ バレーボール
月 4回/週1回
（男女それぞれ
で実施）

8：00~
11：00

中学校体育館
9月1日~
翌年8月31日

7人
（3人は兼職
兼業）

(1)会長 1名
(2)副会長 1名
(3)会計 2~3名
（男女各1名+α）

(4)監事 男女各1名

①生徒会員費
月会費 3,000円

②指導者謝金
時間 1,000円

ソフトテニス
クラブ

地域クラブ ソフトテニス
月 4回/週1回
（男女それぞれ
で実施）

8：00~
11：00

中学校テニス
コート

8月1日~
翌年7月31日

3人

(1)代表 1名（会長兼
任）
(2)会長 男女各1名
(3)副会長 男女各1名
(4)会計 男女各1名
(5)監事男女各1名

①生徒会員費
月会費 2,000円

②指導者謝金

時間 1,000円

バスケット
ボールクラブ

地域クラブ
バスケットボー
ル

月 4回/週1回
（男女それぞれ
で実施）

8：00~
11：00

村民体育館
8月1日~
翌年7月31日

男バス2人
女バス2人
（女バス1人
は兼職兼業）

(1)会長 男女各1名
(2)副会長 男女各1名
（会計と兼任可）

(3)会計 男女各1名
(4)監事 1名（1学年か
ら）

①生徒会員費
月会費 1,500円

②指導者謝金
時間 1,000円
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果④-2

②各クラブに関すること（つづき）

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは
末尾に（新）を

付ける

実施回数
実施時
間帯

活動場所 事業年度 指導者数 役員組織 会費

サッカークラブ 地域クラブ サッカー
月 4回/週1回
（リーグ戦は
別）

9：00~
11：30
（リーグ
戦は別

中学校第1グラ
ンド

11月1日~
翌年10月31
日

2人

(1)代表 1名（指導者
代表）
(2)会長 1名
(3)副会長 1名
(4)会計 2名
(5)監事 2名（前年正
副会長）

①生徒会員費
月会費 5,000円

②指導者謝金
時間 1,000円

若竹ベース
ボールクラブ

地域クラブ 野球 月 4回/週1回
8：00~
11：00

中学校第2グラ
ンド

9月1日~
翌年8月31日

1人

(1)会長 1名
(2)副会長 2名
(3)会計 2名
(4)学年代表 各1名
(5)監事 2名
(6)指導部長 1名

①生徒会員費
月会費 3,000円

②指導者謝金
時間 1,000円

遠征、親睦事業などあれ
ばその都度

卓球クラブ 地域クラブ 卓球 月 4回/週1回
8：00~
11：00

村民体育館卓
球場

8月1日~
翌年7月31日

1人

(1)代表
(2)会長 1名
(3)副会長 1名
(4)会計 2名

(5)監事 1名

①生徒会員費
必要に応じて徴収

②指導者謝金
時間 1,000円

剣道クラブ 地域クラブ 剣道 月 4回/週1回
8：00~
11：00

小学校地下体
育館

9月1日~
翌年8月31日

1人
（1人は兼職
兼業）

(1)会長 1名
(2)副会長兼会計 1名
(3)監事 1名

①生徒会員費
月会費 2,000円

②指導者謝金
時間 1,200円

③その他（南箕輪わくわくクラブへの加入）
●総合型地域スポーツクラブ（南箕輪わくわくクラブ）に加入することにより、施設利用日の調整、施設利用料の減免、保険の加入やクラブに対する運営費（消耗品等）の
支援が得られる。 新規加入者4,800円（入会金1,000円・年会費3,000円・保険料800円）継続者3,800円（年会費3,000円・保険料800円）
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取組内容

2.実証内容と成果⑤

○取組の概要

コーディネーターを中心に地域スポーツクラブ活動

の維持・運営に必要な経費や財源確保、地域ク

ラブ移行後の運営事務局の担い手の確立を行う。

○達成目標と達成状況の検証方法

令和7年4月に休日の部活動は地域クラブで活

動が開始されている状況。

○取り扱う観点（テーマ）

：地域クラブ活動の維持・運営に必要なコスト、

受益者負担等と公的資金の適切なバランスの検

証

将来的な枠組みや支援方策等を視野に入れて、

地域クラブ活動の運営や指導者配置等に必要な

コストを検証するとともに、こうしたコストをどのように

賄っていくかについて受益者負担等と公的資金と

の適切なバランスも含めて収支構造を検証する。

また、検証にあたっては、学校部活動においても部

費等として一定の受益者負担が生じていたことに

も留意する。

○令和7年4月から休日の部活動は地域クラブで活動が開始されている状況となった

①令和6年11月28日に地域クラブ「設立総会」が開催され中学部活動の11種目14部活動のうち、

9種目12部活動が休日の活動は地域クラブへ展開された。

②各クラブ会員からの受益者負担と指導者謝金及び公的財政支援が得られたこと。（会員からの

受益者負担と村の指導者謝金の援助、総合型地域スポーツクラブ（NPO法人南箕輪わくわくクラ

ブ）の施設利用の減免・運営費（消耗品）の援助）

③地域クラブの持続可能な体制づくり

（中学生期の持続可能なスポーツ・文化活動の実現と各地域クラブ活動が円滑な運営）

地域クラブの体制づくり（役員・規約・指導者）、施設利用調整、スポーツ保険加入、指導者研

修、南箕輪村中学校スポーツ・文化活動運営協議会の設置

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

（1）地域スポーツクラブ活動の維持・運営に必要な経費や財源確保などの収支構造が確立されて
いないこと（資金的な面）

（2）南箕輪村中学校スポーツ・文化活動運営協議会とNPO法人南箕輪わくわくクラブ、地域ス
ポーツクラブとの連携・機能のあり方、各クラブの課題の相談窓口、課題解決へ向けた取組が確立し
ていないこと （サポート体制の面）

（3）指導者謝金支払い業務の効率性、平日の部活動との連携の検討（実質的な運命業務の
面）

に課題があることが考えられる。南箕輪村中学校スポーツ・文化活動運営協議会を中心とし課題を
検討し方向性をみいだしていく。
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取組内容

2.実証内容と成果⑥

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

統括コーディネーターの具体的な動きの実績（令和6年度）

○休日の地域クラブ立ち上げに関する地域協議会の運営

…運営&資料準備・案内配布・事前打合せ等の推進や記録

…打合せの運営&資料準備・案内配布・事前打合せ等の

推進や記録

○作業部会の運営

…運営&資料準備・案内配布・事前打合せ等の推進や記録

○事務局内の打合せの運営

…運営&資料準備・案内配布・事前打合せ等の推進や記録

○各種プラン・文書の原案作成

ア）休日の地域クラブの事務局運営のプラン作成

イ）各地域クラブの規約の電子データ作成、管理

ウ）休日の地域クラブ発足に必要な文書の作成・提案・修正

…入会手続き、指導者登録、指導者研修会企画運営、

兼職兼業希望の教職員の手続き等

○NPO法人南箕輪わくわくクラブとの制度設計補助

…運営&資料準備・案内配布・事前打合せ等の推進や記録

○地域クラブ第1回総会に向けた準備・代表者事前打合せ

○ 「みんなで創る 新たな一歩」の作成と配信（毎週金曜日）

○R7年度以降の企画運営の検討

やるべきことは多数
寝ても覚めても地域クラ
ブのことだらけ。
事務局内でもやるべき
ことの振り分けをしました。

表は次葉にて

表は次葉にて
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取組内容

2.実証内容と成果⑥

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

統括コーディネーターの具体的な動きの実績（令和6年度）

設立月日を決めて、そこから逆算して、ロードマップを作成し、協議会
や作業部会（ワーキンググループ）の会議日程を決めて年歴に入
れました。

保護者会を中核とした作業部会（ワーキンググループ）の実施やク
ラブ役員や指導者の立場になってどんな文書が必要か考え、１つ１
つ作成しました。
保護者の理解を進めるため広報活動（毎週金曜日配信）を行い、
小中学校の全保護者に本村の取り組み状況等をお知らせしました。
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取組内容

2.実証内容と成果⑥

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

事務局内でもいつまでに何が課題か、何をすべきか、何が
必要か、どのような資料が必要かの情報を共有し、統括
コーディネーターが職員にそれぞれに割り振り、打ち合わせ
会議に資料を持ち寄り検討を重ねました。

やるべきことは多数ですが、保護者会を中核とした作業部
会（ワーキンググループ）が、協力していただき、自分たち
の問題として精力的に取り組んでいただきとてもありがた
かったです。

統括コーディネーターの具体的な動きの実績（令和6年度）
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2.実証内容と成果⑦

【保護者への広報チラシ】

参考資料

各地域クラブの運営は会員から徴収する会費が基となりますが、村から財

政支援を求める声がありました、それを受けて指導者謝金の支援（上限

あり）、施設等の利用料減免、クラブ備品購入の一部援助を検討し、

村、総合型地域スポーツクラブ（南箕輪わくわくクラブ）と協議・協力のう

え財政支援が実現しました。

出典:R6.6.21長野日報
【指導者謝金の流れ】

広報資料

村からの財政支援
が実現しました
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2.実証内容と成果⑧

【保護者への広報チラシ】

参考資料

出典:R6.7.27長野日報
【設立3要件】

広報資料

第4回作業部会では「設立３要件」として①組織・役員体制や事業年度

②各クラブの規約の作成③指導者の確保とその謝金について、クラブご

とに話し合いが行われ、クラブの体制が整い、設立総会を迎えることができ

ました。

作業部会で
「組織づくり」
「規約作成」
「指導者確保」

“設立３要件”
を固めました

規約は村ホームページにUP
しました
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2.実証内容と成果⑨

【保護者への広報チラシ】

参考資料

出典:R6.11.30長野日報 出典:R6.12.19長野日報

広報資料

令和6年11月28日休日の地域クラブ「設立総会」が行われ、9種目12ク

ラブが設立しました。また、令和6年12月17日には「休日の地域クラブに

関する地域協議会」の第7回目の最終の会議が開催され、指導者研修

会や継続した地域クラブへのサポートについて確認しました。令和7年4月

から休日の地域クラブがスタートします。令和7年度以降はこの協議会に代

わり「南箕輪村中学校スポーツ・文化活動運営協議会」が関係機関・中

学校・地域クラブ・総合型地域スポーツクラブ（南箕輪わくわくクラブ）等と

連携・協力し合いサポートしていきます。

令和6年11月28日
「設立総会」が
地域クラブごとに
開催され休日の地
域クラブが設立され

ました

令和4年度に設立さ
れた

「休日の地域クラブ
に関する協議会」は
令和6年12月17日
全7回の開催で最
終しました。

令和7年度からは
「南箕輪村中学校
スポーツ・文化活動
運営協議会」

で課題に対応してい
きます。
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2.実証内容と成果⑨

参考資料

広報資料

出典:村広報誌2025.2月号

村広報誌（令和7年2月号）に「休日の地域クラブ」に寄せる関係者、

地域クラブの役員、生徒の皆さんの声などや今後の流れを特集を組んでも

らい紹介しました。「休日の地域クラブ」を立ち上げるにあたり、各種目の保

護者の皆さんにたくさんのご協力をいただきました。

地域クラブ会長よ
り

中学校長より

教育長より

中学校生徒
の声



21

2.実証内容と成果⑨

【保護者への広報チラシ】

参考資料

出典:R7.2.28長野日報

広報資料

令和7年4月からスタートする「休日の地域クラブ」の指導者を対象にした

研修会を開催しました。講師は県教委保健厚生課学校体育係和田指

導主事にお願いし、①安全管理②意識、視点、言葉③ハラスメントの3つ

についてお話しいただきました。

指導者研修会
を開催しました。
休日の地域クラ
ブの指導者や
役員の皆さん約
50名が参加さ
れました。

Players First
（子供たちの成長を第一に考える）

合言葉は「子どもたちの未来と笑顔のために」
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地域連携・地域展開の推進に向けたロードマップ（今後の予定）

3.今後の方向性

今
後
の
日
程

や
る
べ
き
こ
と
・
必
要
な
資
料



地域スポーツクラブ活動体制整備事業
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地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

長野県 松川町
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担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

長野県松川町

0265-36-2622

教育委員会事務局
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

当町の中学校運動部活動は現在8つである。

軟式野球、サッカー部、男女バスケットボール部、

バレーボール部、ソフトテニス部、剣道部、卓球

部の8つが活動している。さらに少年少女スポー

ツクラブ連盟の活動があり、町として中学生の多

様なスポーツ活動の参加の機会を保障してきた。

近年は、少子化に伴い部活動数の減少、他

の中学校との合同部活動や委任部活動を行っ

てきた。その中で運動部活動の加入率は6割で

あり、運動部活動への加入率も低下し、スポー

ツ活動離れが危惧される。今後も、さらなる生徒

数の減少や多様な価値観によりこの傾向が続く

と思われる。

この改革推進期に、休日の部活動を中止し、

休日の新たなスポーツ活動の選択肢の一つとし

て広い活動を、新しいスポーツにチャレンジできる

新しい地域クラブとして松川CLUBを立ち上げた

いと考えている。それは長年にわたって中学校の

部活動に頼り切ってきた価値観から、生徒、保

護者、指導者の合意による主体的な価値への

変換につながる。住民主体の町生涯スポーツの

推進、地域共生社会実現の一翼を担うことを目

指して改革を進めていく。

面積 72 k㎡

人口 12,000 人

公立中学校数 1 校

公立中学校生徒数 333 人

部活動数 11 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定中
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柔道クラブ、剣道クラブ、陸上クラブ

運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・生涯学習課 新しい地域クラブの立ち上げ事務、運営、地域との窓口

・学校教育課 休日部活動中止に伴う保護者・生徒説明会

部活動改革主幹、学校との調整・連携

◉首長部局

・予算化、CO・事務教員配置への配慮

令和６年１月 第1回協議会

令和６年３月 第2回協議会

令和６年６月 中学校職員研修

令和６年１０月 第3回協議会
児童・生徒・保護者説明会

令和６年１２月 新しい地域クラブ説明会

令和６年１月 松川CLUB活動開始

令和６年３月
R7年度に向けての説明会
第4回協議会
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 １ 校 実施した地域クラブ総数 ３ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 3クラブ

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ２ クラブ

全体の指導者数 ６人 全体の運営スタッフ数 12人

②各クラブに関すること

クラブ名
種目

※新規のものは末尾
に（新）を付ける

実施回数
実施時間
帯

参加者 実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費 大会参加方法

柔道クラブ 柔道 月 4 回 PM 1

令和7年1
月～3月

町内社会
教育施設

2人/各 4人/各
月会費
1,000 円

中体連：部活
動
その他：地域ク
ラブ

剣道クラブ 剣道 月 4 回 AM 5

中体連：部活
動
その他：地域ク
ラブ

陸上クラブ 陸上 月 4 回 PM 2

中体連：部活
動
その他：地域ク
ラブ
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

剣道、柔道、陸上

運営団体名 松川CLUB

期間と日数
１月４日 ～３月３１日

月４回程度

指導者の主な属性
飯伊剣道連盟、
飯伊陸上連盟、

活動場所 松川町町民体育館、松川中学校校庭

主な移動手段 保護者送迎、徒歩

１人あたりの参加会費
等（年額）

12,000円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：822円/年

●松川CLUB 活動概要

●統括責任者 松川町教育長

役割：松川CLUB運営全般の監督、管理を行う

●運営事務局、担当者 ２ 名

役割：松川CLUB運営・申請（報告）・会計事務を行う

●統括コーディネーター １ 名

役割：松川CLUB運営補助、関係機関連携事務を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

・松川CLUBたちあげにむけて

①学校職員研修

➁協議会による意見聴取

③地域への啓発

④保護者、児童生徒への説明

⑤関係団体への説明

⑥事務局整備

参加クラブの代表者からは「指導者への謝金が確保されたこと

により指導体制がしっかりしてきた、安定した運営ができる」の

感想があった。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・町の目指す方向に従い、関係機関、団体、個人をつなげることを心掛

けている。あくまでの生徒、保護者、指導者の主体性を大切にし、保護

者、生徒、指導者等の個別相談での対話をしながら進めている。

・選択をするのはあくまでも生徒、保護者、指導者の合意であることを基

本に据えて、段階的に広げながら、R7末に休日部活動の中止を目指し

て整備を進める。
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取組内容

2.実証内容と成果

・既存の部活動だけなく新たな

活動の指導者の開拓を進める。

・松川CLUBの方針、登録等の

個別、全体説明会

・ヒアリング等からの課題の把握

・既存の部活動について、可能な地域指導者の開拓

演劇、吹奏楽、卓球、バスケ

・新しい活動クラブについての可能な地域指導者の開拓

自然探検、書道、デジタル工芸、合唱、ギター、

トレーニングなど、新たな活動の場となる可能性を発

見し、次年度以降に展開予定

・生徒の選択肢が広がるように地域の実情に

合った活動の実施を広域での取り組みを含

めて進めていく。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果 今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組



8

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・下伊那北部地区教育長

→R7.2月実施。名子Co参加

により各町村の状況等の共有を

実施。

・コーディネーター意見交換会実

施

→R6.12月、R7.1月実施。名

子Co参加により、各町村の状

況等の共有を実施。

・各町村の現状の報告と広域での

連携の可能性の模索

・多様なニーズの把握

・R7末休日部活動中止

・松川CLUBの説明を繰り返しながら、クラブ

数を増やしていく。

取組事項 各自治体の役割

今後の課題と対応方針

・参加生徒8名。

・立ち上げの情報は近隣の町村教育長に提供した、が年度途中のため町外からの参加者

はない。

・下伊那北部町村を中心にR7に向けて活動クラブ数を増やしていく。

取組の成果

移動手段 事務局運営の方法

なし なし
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・1競技所属に伴い年間12,000

円（月割1,000円）の費用負担

を設定。今後は負担の考え方も課

題度して上がってくることが想定され

るため、関係団体と協議を進めてい

く。

・事務局整備に係る費用

・事務用品

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析

・指導者謝金

・事務局人件費

・消耗品費

■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算

・今後の活動により、持続的な運営のために必要なお受益者負担額が

変動してくる。補助金との関係を見ながら検討する。また行政として「多

様な学びの場の創出」を政策として実施していくにあたり、どの程度を求め

るのか精査が必要。

収支バランス

・スタートしたばかりであり段階的に整備が整うことにより継続的な支出の

見通しが持てる。今後は備品にかかる費用もさらに必要になってくると想

定され、支出が増えてくる。その中でどの程度のバランスが適切なのかを精

査する必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・会費月1,000円でスタート。

・受益者負担を設定したことにより、関係団体が自分事として関わってくれている。

・年間と通した徴収とするか、月ごとの徴収とするか保護者、事務局の負担を見ながら検討を進める。

・各クラブへの活動費補助として拠出予定。補助率については検討中。

・スタートしたばかりなので、関係団体と協議を重ねる必要がある。

取組の成果

今後の課題と対応方針

・国の補助金の状況により会費の多少が決まってくる。先を見通して受益者

負担の中で運営ができるように計画を進める。また、松川CLUBを進めなが

ら、関係保護者等の意見から経済的な公的支援を検討していく。行政だけ

で実施するんではなく、地域と協働で実施していくという意識の醸成が必要

である。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

・R７ １月にスタートしたばかりである。今までの運営どおりに会場確保をクラブ側が主体になり行っていく。

・今までの活動に準じて、現状のところ学校、町の施設を中心に活動をしている。

・既存協会に準じていることが多く、社会教育の一環として活動を促進できている。

・施設の予約方法も既存団体と同様のため、大きな混乱はなかった。

取組の成果

・会場の確保ではバッティング等の課題が出てくると思われが、原則的には

当事者の話し合いによって、より公平になるようにしていく。

・部活動としての施設確保の優先性を担保しながら、他の団体との兼ね合

いを考え学校体育施設を中心に進める。今後クラブの登録が進むことに

よって調整の必要がある。その際は学校との連携を進める。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

・平日部活動と休日の活動は別物であるという基本的な方針。

・平日の部活動改革については、部活動指導員活用・日課の工夫等学校の主体的な

運営に任せる。

・近隣の町村への情報提供と生徒募集

新しい地域クラブの立ち上げの情報交換のために教育長会議等を活用して

情報交換を密に進める。また募集等を広域で開始する。

・指導者の属性

部活動指導員、競技団体

・配置の工夫

複数の指導者による運営を理

想と考える。近隣町村との連携の

中での指導者組織の構築を検討

する。

指導者の属性や配置の工夫

・部活動指導員による休日活動での指導方針

の共有、連動

一貫指導に関する部活動顧問との連携事例取組の成果

・中学校を経由して実施したため、関係団への周知はしや

すかった。

・しかし、スケジュール的にタイトだったため、関係団体との

正確な情報共有に課題が生じた。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

・R7実施に向けてさらに多くのクラブの登録が予想される。新たな活動クラブを含めて、

動き出したことによる課題が明らかになる。課題については参加クラブや関係者みんな

で解決していくことを原則に進めていく。地域にある既存の組織、活動団体と連携をと

りながら休日の中学生の幅広い受け皿づくりを地域実情に合わせながら段階的にゆっ

くり進めていく。また、近隣町村にも立ち上げの情報を逐次報告し、生徒募集等広域

の動きへとつなげていきたい。

●今後に向けて

・R6は年度途中の立ち上げのために本格的な実証

事業の実施のためのテスト的にスタート。生徒募集は

しないで、現在活動しているもののみのスタートとなっ

た。松川CLUBは、休日の部活動の廃止に伴い生

徒の活動の場の一つの選択肢と関係団体、保護者

等へは提示した。課題はたくさんあるにしても、保護

者、関係団体、指導者が考え、対話する姿勢が見ら

れてきた。町が目指す方針について少しずつではある

が、理解が進められている。引き続き関係団と対話を

重ねながら、地域と行政が協働で実施しているという

意識を醸成しながら、仕組みについて精度をあげてい

きたい。

・R&松川CLUB登録クラブ５（実施クラブ３）。そのうち現部活動１、準部活動

（中学校名で大会参加）２となり、予定していたクラブ数の実施ができた。新たな種

類の活動クラブ２が登録したことは町の方針にとしても期待ができるものである。松川

CLUB立ち上げに向けて、各部活動が今後の方向について考える機会となり、動き出

している点では、主体的な生涯学習推進に向けての基礎固めになる可能性は高い。

また、学校も部活動運営についてプロジェクトチームを作り、検討を進めており、部活

動と地域クラブの連携と責任分担の姿勢が見られてきた。
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2.実証内容と成果③

【児童生徒・保護者説明会資料】

参考資料

R6年度途中の新しい地域クラブのスタートとなったため現在活動しているク

ラブのみの活動開始とし、生徒募集はしなかった。正式な生徒募集はR7

当初の見込みである。またアンケートについても活動も数回ということでR7

年度より開始する。

出典:松川町教育委員会 出典:松川町教育委員会

【協議会通信】

アンケート結果・広報資料
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【陸上クラブ】

【剣道クラブ】

【柔道クラブ】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

町地域CO、教育長、町関係職員

●経過

➀教育長と地域CO

➁地域COと関係職員

基本方針（どこにむかう）の検討

●実施にあたって生じた課題

・課題が先行するために大きな方針が
できない現状

・新しいことを始めることに対しての抵抗
感が強い

●実施内容、工夫した点 等

・方針を共通理解するために短時間

でも対話を繰り返す

●ステークホルダー

保護者、児童生徒、地域、学校職員

●経過
➀保護者、児童生徒への説明

➁協議会、支援組織、各種団体への説明

③学校職員研修、職員会議、個別相談

●実施にあたって生じた課題

・基本方針の理解が進まない

現存部活動の地域移行から抜け出せ

ない。自分事にならない。

●実施内容、工夫した点 等

・機会あるごとに方針の理解を進める

●ステークホルダー

登録可能な関係団体、

部活代表保護者

●経過
➀関係団体への説明会

➁申請

③登録クラブ決定、実施

●実施にあたって生じた課題

・疑問、課題が団体によって違う

解決の手段の検討

●実施内容、工夫した点 等

・方針に基づいたわかりやい説明

一つの選択肢としての松川CLUB

令和５年

教育長と関係者対話

・方針の検討

・CO選定

令和６年

小中学校との連携

・保護者、児童生徒へ

の説明

・運営協議会説明

協議会の設置

➀方針理解

➁実証事業にむけて

③立ち上げに向けて

学校職員研修

・方針説明

・ワークショップ

・個別相談

地域クラブ立ち上

げ説明会

・方針、登録方法

・課題

協議会の設置

➀方針理解

➁実証事業にむけて

③立ち上げに向けて
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

工程表や図など
※時系列がわかるもの
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